
第3部 栄養素等摂取、食品群別摂取の状況   

1．食塩摂取量  

食塩を1日当たり10g以上摂取している者の割合は、成人の5割以上。   

成人の5割以上の者が、食塩を1日10g以上摂取していた。   

また、成人の1日当たりの食塩摂取量の平均値は、11．2g（男性12．1g，女性10．5g）  
であった。  

図16 食塩摂取量の分布（20歳以上総数）  

図17 食塩摂取量（20歳以上）  
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図18 食塩摂取量の年次推移（1歳以上総数）  
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※平成12年までは四訂日本食品棲準成分表、   

平成13年からは五訂日本食品標準成分表を  

こ 食塩摂取丑（g）＝ナトリウム（mg）×2．54／1，000： l 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l  

： 用いて算出している。  

（参考）「健康日本2  1」の目標値  

食塩操取量  
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2．エネルギーの栄養素別摂取構成   

脂肪からのエネルギー 摂取が25％を超えている者の割合は、成人で男性  

約4割、女性約5割。   

脂肪からのエネルギー摂取が25％を超えている者の割合は、成人で男性の約4  
割、女性の約5割であり、うち男性の約2割、女性の約2．5割が30％を超えてい  

図19 脂肪エネルギー比率の分布（20歳以上）  
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エネルギーの栄養素別摂取構成比の年次推移（1歳以上総数）  
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図21エネルギーの栄養素別摂取構成比（1歳以上）  
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日本人の栄養所要量十食事摂取基準→  第6次改定  

脂肪エネルギー比率：  ネルギー比率  1～17歳25～30％ 18歳以上  

脂肪からのエネルギーの摂取割合  
「健康日本2  1」の目棟値  （2010年）  

脂肪エネルギー比率  20～40歳代 25％以下  
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3．野菜摂取量   

野菜摂取量は、年齢とともに増加していたが、最も摂取量の多い60歳代に  
おいても、平均で303．5g。   

野菜類の摂取量の成人全体における平均では266．7g、最も多い60歳代の平均で  
303．5gであり、また、男女とも20～40歳代で少なかった。  

図22 野菜類摂取量（之0歳以上）  

捨数（20歳以上） 2ト29歳  ∝ト39歳  4M9象  5M9麓  6い¢9鐘  70ま以上  

栓数（20蒙以上） 2ト・29鼓  3（ト39塵  ヰ…g象  5ひ－59鐘  6…9歳  70歳以上  

総数（20歳以上） 2（ト29歳  30－89歳  4…g鼓  5（ト59象  6ト69建  一O象以上   

l こ ＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿‖…＿＿  
‾‾‾■‾‾‾‾‖‾‾‾‖‾－‾‾‥－‾‾‥「  
：強者う南東森頑虚妄た衰庁る煮豆蔚吏ゐ東海  l  

：調査時期である平成16年11月は台風などの気象の影響により、生鮮野菜の価格  

l －は例年よりもかなり上回った（指定野菜の価格は前年比190％（東京都中央卸売  

l ・市場における指定野菜の卸売価格動向）。  
また、調査醐の生鮮野菜全体の購入王は、例年よりも落ち込みがみられた  

「健康日本21Jの目標値 （2010年）  

野菜摂取量・  成人350g以上  

うち緑黄色野菜 成人120g以上   

：（過去5年間の1ケ月あたり平均購入量に対する11月購入量は平成1ト15年にお■ l  

こいてはl∞％以上平成16年は94％（総務省「家計萌査j結果より算出）。  
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第4部 「健康日本21」中間評価関連表  

r健康日本21」中間評価関連表一覧  
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表1日比式肥満区分による肥満児の割合一児童・生徒（6－14歳）、性・年齢階級別－  

総数  6－8  歳   9－1  1歳   12－1  4歳  

人数   ロ  人数   ≠  人数   b  人数   ％   

－301未満   0．1   0  0．0   0  0．0   0．ヰ  

－30ち以上－20％未満   18  2．2   3  1、3   5  1．9   8  3．3  
－20≠以上－1情夫満  125  17，0  25  10．丁  42  16．0  58  24．1  
－1肌以上 O一乗満   ヱち2  35．5  92  39．5  82  31．2  白8  36，5  
0％以上＋＝相乗満   190  25．8  6¢  2t！．8  †丁  29．3  4丁  19．5   

捨  88  9．2  25  10．了  28  10．6  15  6．2  
＋201以上＋3（）％未満   38  5．2    4．3  1丁  6．5    4．6  
＋30t以上＋利用未満   20  2，7   †  3．0   5  1．9   8  3．3  

＋朋川以上  11  5  21   †  5  

■莞・禁鶴■，；；・▲▲しノ■1・■持諒漕謁軒   ナ   
葺已＿㌔1嵩 100．0  

－30一乗満   0．2   0  0．0   0  0．0   0，丁  

一別ほ以上－2D％未満   10  2．5   0．8   3  2．0   8  4，5  
一別用以上－＝川未満   68  l¢．8  13  10．丁  23  15．3  32  23．9  
JH川以上 Ol未済   154  38．0  53  43．8  46  30．7  55  41．0  
0㌔以上＋10％未満   95  之3．5  3之  26．ヰ  ヰ1  2丁．3  22  18．4   

男  35  8．6  10  8．3  11  11．3   8  6．8  
性  ＋＝川以上＋20％未満                   ＋20！i以上＋30％未満   1，  4．7   4  ユ．3  12  8．0   3  2．2  

＋30Ⅹ以上＋40一乗満   12  8．0   5  4．1   3  2．0   4  3．0  

27   3  之5  5  3  

＋40％以上 ・輿10∧▲5‘七咄嘩′、′トム、■、解■・〝  m          〉■ゝ■■’h医、■Y町中  3．3   持さ苫  2・案   拗▲〔迎撃掌試≦謂投選 一芋     「暫琵鞋＝＿・聖  
100．0  13ヰ  100．0   

0  0．0   0  0．0   0  0．0  

－30！i以上一郎耽未満   6  1．8   2  1．8   2  l．8   2  1．9  

－20％以上一10％未満   57  17．2  12  10．丁  19  16．8  28  2ヰ．3  
－10％以上 0％未満   108  32．5  39  3ヰ．8  36  31．9  33  30．8  

女   95  28．＄  3ヰ  30．4  36  3l＿9  25  23，4   

性  ＋101以上＋2肌未満   33  9．9  15  13．4    9．了   丁  8．5  
◆20，i以上＋30％未満   ＝l  5．1   8  5．ヰ   5  4，4   8  7．5  

＋30≠以上＋小川未満   8  2．ヰ   2  1．8   2  1．8   4  3．7  

之  2  l．8   2  1．9  
褒璧畿牽   

112  10  113      1（ID．0   

「‾‾‾‾‾‾－－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾－■■‾■■一■  

こ 児童・生徒の肥満児：日比式による標準体重の20％以上：  

表2 BMl区分による体型の状況－15歳以上、性・年齢階級別－  

肥満度：BMI．（Body MassIndex）を用いて判定   

BMI＝ 体重［kg］／（身長［m］）2 により算出  

l  

l  

l  

l  

I  

l  

BMIく18．5 ‥低体重（やせ）18．5≦BMIく25‥普通体重（正常）  BMI≧25‥肥満  
l  

（日本肥満学会肥満症診断基準検討委員会、2000年）：  
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表3－1 栄養素等摂取量（1日当たり平均）（総数）一性・年齢階級別－  

コレステロール  mg     320  249   339   ヰ10    33丁  3日  321  344  31ヰ   283  318   

t物繊維総t  E     13月  8．4  14．3   

うち水落佐  2．1  3．4   

うち不溶性  6．3  ‖．0   

たんばく■エネルギー比  ヽ     15．0  14．D  15．1  

脂肪エネルギー比  28．5  24．5   

炭水化物エネルギー比  57．5  60．3   

表中の「通常の食品J「強化食品」「補助食品」は次のとおりである。  

通常の食品：通常の食品からの摂取  

強化食品の強化分：通常の食品に強化されている部分かちの摂取  

（例：カルシウム強化牛乳、鉄強化ヨーグルトなどの強化分）  

補助食品：顆粒、錠剤、カプセル、ドリンク状の製品からの摂取  
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表3－2 栄養素等摂取量（1日当たり平均）（男性）一性・年齢階級別－  

「‾‾‾‾t‾‾‾t t■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾■‾‾‾－‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾1’＋－－‾‾‾  

：表中の「通常の食品」「強化食品」「補助食品」は次のとおりである。  

通常の食品：通常の食品からの摂取  

強化食品の強化分：通常の食品に強化されている部分からの摂取  

（例：カルシウム強化牛乳、鉄強化ヨーグルトなどの強化分）  

補助食品：顆粒、錠剤、カプセル、ドリンク状の製品からの摂取  
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